
(1) 5月中旬号 大 村 市 政 だより (499号〉 昭和42年5月10日

5月31日は市役所の

出納閉鎖期日です

昭和41年度の市税手数料などを何

かの都合でまだ納めていない方は早

めに納めましょう。

また、昭和41年度分で市からの売払

・岡和33年 4月22日第三種郵便物認可 ・毎月3回1日・10臼・20日発行.定価1部5円 代金などを受取っていない方も 5月

.発行所大村市役所 E編集人 総務課長菊池綱国 .印刷所 大村活版所 31日までに受取っください。
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" 
こ
を
と
じ
て

西本町大神宮うらに都市計画事業で、子供 砂場、サークルスラーップ、 スベリ台など、

のための公園ができましたa 公園 の広さは約 子供の大好きなものばかり一。

4.700平方メート Jレもあり、赤黄青にぬった 子供えちは大喜びで毎日をたのしく元気に遊

プレイーウオール、 d その真中に大きなぞうき んでいます。

ん、ぐるぐ るまわる グロ ープ ジセングルの外 総工費=約150万円。
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(2) 

約事d
ー業<J
{意費d
七
千

百
万

円

り大村市政だよ

国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険
事
業
で
は

昨
年
一
月
か
ら
全
保
険
者
に

対
す
る
七
割
給
付
を
実
施
し

て
以
来
、
受
診
率
の
増
加
と

相
ま

っ
て
給
付
費
が
急
増
し

た
結
果
、
本
年
度
は
総
事
業

費

一
億
七
千
六
百
七
十
万
円

'
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
こ
の
た

め
本
年
度
は
保
険
税
の
増
税

を
行
な
っ

て
本
事
業
の
円
滑

な
る
運
営
を
計
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
即
ち

一
世
帯
当
り

平
均
三
十
二、

五
パ

ー
セ
ン

ト
の
保
険
税
の
引
上
げ
も
止

む
を
得
な
い
状
況
で
あ
り
ま

す
。
と
〈
に
国
庫
支
出
金
の

増
額
に
つ
い

て
は
な
お
一
層

努
力
い
た
し
ま
す
。

昭和33年 4月22日第三種郵便物認可

国
民
年
金
制
度
は
順
調
に

普
及
し
、
本
年

一
月
よ
り
年

金
額
も
大
巾
に
引
上
げ
ら
れ

い
わ
ゆ
る
「
夫
婦
十
万
円
年

d
d
d
 

夫
婦
十
万
円
年
金
に

国
民
年
金

昭和42年 5月10日

金
一
が
実
現
す
る
こ
と
と
な

り
、
障
害
、
母
子
年
金
も
そ

れ
ぞ
れ
増
額
さ
れ
て
い
ま
す

し
か
レ
な
が
ら
こ
の
年
金

ω

恩
恵
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
い

る
市
民
も
あ
り
ま
す
の
で
、

本
年
度
は
と

t
に
未
適
用
者

の
対
策
に
重
点
を
お
き
、
適

用
促
進
、
倹
認
率
の
向
.上
、

納
付
組
合
の
強
化
に
一
段
と

努
力
い
た
し
ま
す
。

を
維
持
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
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d
d
 

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
努
力

市

民

課

最
も
市
民
と
つ
な
が
り
の

深
い
市
民
課
の
窓
口
は
と
〈

に
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

目
的
と
し
た
窓
口
事
務
改
善

を
行
な
い
、
昨
年
九
月
よ
り

日
一雇
労
働
者
健
康
保
険
、
国

一感
想
年
度
施
整
率
二

一|

|
|

事
業
別
の
計
阻
止

遂 寸
次くコ
体 <J
τ'b::: 
同

施
社設
会を
i<f整
同偏

社
会
体
育
で
は
、
市
民
の

聞
に
ス
ポ

ー
ツ
応
対
す
る
関

心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す

の
で
、
昭
和
四
十
四
年
の
長

崎
国
体
を
二
年
後
に
ひ
か
え

遂
次
施
設
の
整
備
に
力
を
注

ぎ
た
い
と
考
え
ま
す
。
と
く

に
本
年
は
市
営
陸
上
競
技
場

の
公
認
更
新
の
年
で
あ
る
た

め
、
所
要
の
経
費
を
計
上
し

公
認
競
技
場
と
し
て
の
資
格

民
健
康
保
険
及
び
国
民
年
金

の
被
保
険
者
の
資
格
取
得
喪

失
の
事
務
の
ほ
か
、
清
掃
業

務
の
+
部
も
市
民
課
に
統
合

し
市
民
の
便
宜
を
計
っ

て
い

ま
す
。ま

た
、
戸
籍
、
住
民
登
録

印
鑑
証
明
な
ど
の
交
付
申
請

に
つ
い
て
も
年
々
増
加
す
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
の
で
、
こ

れ
ら
の
事
務
処
理
に
つ
い
て

は
適
正
迅
速
に
行
な
う
よ
う

指
導
い
た
し
ま
す

c

又
、
戸

籍
二
千
余
が
再
製
の
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
、
本
年
度
は

そ
の
う
ち
の
三
分
の
一
の
再

製
を
行
な
う
よ
う
計
画
し
て

い
ま
す
。
昨
年
六
月
に
は
正

確
で
体
裁
¢
よ
い
戸
籍
を
作

る
べ
〈
戸
籍
用
タ
イ
プ
ラ
イ

タ
ー
を
購
入
し
て
い
ま
す
。

住
民
登
録
も
昨
年
に
引
続

き
住
民
の
基
礎
調
査
を
行
な

い
住
民
実
態
の
把
握
に
つ
と

め
ま
す
。

外
国
人
関
係
で
は
在
日
韓

国
人
永
住
事
務
も
引
続
き
実

施
し
ま
す
。
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玖
島
中
学
校
舎
完
成
に

努
力

学
校
教
育

学
校
教
育
の
施
設
面
で
は

昨
年
に
引
続
き
玖
島
中
学
校

の
校
舎
建
築
を
計
画
し
、
そ

の
他
の
施
設
に
つ
い
て
は
国

庫
補
助
が
決
定
次
第
予
算
計

上
を
い
た
し
ま
す
。
又
単
独

事
業
で
は
黒
木
小
学
校
の
宿

直
室
等
の
建
築
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
ま
た、

教
具
、
教

材
の
充
実
、
各
種
教
科
の
研

究
委
託
、
'教
職
員
の
指
導
力

の
増
進
、
生
徒
児
童
の
学
力

/、

充
実
と
健
康
の
保
持
増
進
等

に
意
を
用
い
る
と
共
に
、
あ

ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
へ

て
交

通
安
全
教
育
を
徹
底
い
た
し

ま
す
。

d
d
d
 

「
家
庭
の
日
」
設
置
を
計

画

社
会
教
育

社
会
教
育
で
は
、
県
か
ら

研
究
委
嘱
を
受
け
て
お
り
ま

一
i

e

図
善
舘
の
開
舘

一

移
転
の
た
め
休
舘
し
て

い
ま
し
た
市
立
図
書
舘
は

新
装
な

っ
た
市
民
会
舘
で

五
月
十
七
日
か
ら
開
舘
し

ま
す
。

靖
国
神
社
参
拝
団
募
集

県
連
合
遺
族
会
で
は
靖
国

神
社
(
み
た
ま
祭
)
参
拝
団

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

マ

期

日

七
月
十
一
日
出
発

二
十
日
帰
着

マ

費

用

三
万
五
千
円

マ
申
込

五
月
二
十
日
ま
で

希
望
者
は
市
福
祉
事
務
所
又

は
市
遺
族
会
へ
申
込
み
〈
三

さ
い

}、

す
総
合
社
会
教
育
と
、
社
会

教
育
委
員
よ
り
要
望
が
あ
り

ま
す

一
家
庭
の
日
一
の
設
置

の
た
め
に
市
民

一
丸
と
な
っ

た
協
力
態
勢
を
築
き
上
げ
た

い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
ほ
か
文
化
財
の
保
護
、
顕

彰
県
美
術
展
の
開
催
、
後
継

青
年
の
教
育
な
と
に
も
力
を

入
れ
た
い
と
考
え
ま
す。

ハ
以
下
次
号
)

身
体
障
害
者
福
祉
大
会

大
村
市
在
住
の
身
体
障
害

者
の
方
は
未
加
入
者
も
全
員

出
席
さ
れ
る
よ
う
お
す
す
め

し
ま
す
。

な
お
、
未
加
入
者
の
と
出

席
は
、
住
所
、
氏
名
、
障
害

名
を

ハ
ガ
キ
で
市
内
西
三
城

町
労
働
会
舘
内
山
田
正
春
さ

ん
宛
五
月
十
七

日
ま
で
に
必

着
す
る
よ
う
と
連
絡
く
だ
さ

マ
日
時

マ
場
所

マ
会
費

¥ 

五
月
二
十
日
午
前

十
時
レ
a
hノ

市
民
会
舘
大
ホ
l

、レ不
妄



昭和42年 5月10日昭和33年4月22日第三種郵便物認可り大村市 政だよ

お
し
ら
せ

大
村
市
奨
学
生
を
募
集

市
で
は
四
十
二
年
度
の
奨

学
生
を
募
集
し
ま
す
。

マ
資
格

(
一
)
大
村
市
民
ま
た
は
そ

の
子
女
で
高
等
学
校

に
在
学
中
の
者

(
二
)
品
行
方
正
、
学
業
成

績
優
秀
で
身
体
強
健

な
者

(
三
〉
経
済
的
理
由
に
よ
り

学
資
の
支
弁
が
困
難

と
認
め
ら
れ
る
者

コ
i
ナ

i

マ
貸
与
額

月
額

千
五
百
円

マ
手
続

各
高
等
学
校
又
は
市
教
育

委
員
会
事
務
局
に
備
え
付

の
願
書
に
記
入
の
上
各
高

等
学
校
長
へ
提
出
す
る

マ
募
集
期
間

五
月
二
十
五
日
ま
で

そ
の
他
〈
わ
し
い
と
と
は

教
育
委
員
会
事
務
局
へ
お

た
ず
ね
〈
だ
さ
い
。

(3) 

f 
~ 

食
品
業
者
の検

便
と
登
録

昭
和
四
十
二
年
度
第
一
回

の
食
品
業
者
関
係
の
健
慶
診

断
と
赤
痢
検
便
及
び
食
品
販

売
、
行
商
の
登
録
を
つ
ぎ
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。

マ
期
日
と
場
所

5
月
沼
日
松
原
公
民
舘

5
月
刊
ω
日
竹
松
出
張
所

5
月
凶
日
西
大
村
出
張

所

5
月
お
日
大
村
保
健
所

マ
時
間

午
前
九
時
三
十
分

か
ら
午
後
三
時
ま

で

マ
手
数
料

健
康
診
断

l
五
十
円

食
品
販
売
登
録

l
百
円

な
お
、
当
日
は
母
指
大
の

便
を
マ
ッ
チ
箱
に
入
れ
て

持
っ

て
き
て
〈
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税
と
国
民
健
心

康
保
険
税
の
納
付
書
を

発
送軽

自
動
車
と
国
民
健
康
保

険
税
(
仮
決
定
分
)
の
納
税

通
知
書
を
五
月
十
三
日
f

発
送

4 
、、ー

バ

建物の解体材を公

b公売方法一般競争入札

b現地説明 5月22日午前9時から10時まで大村

市消防署前で行ないます。

ム入札日時と場所 5月22日午前10時30分から11

時まで消防二階講堂で行ないます。

b入札保証金 入札金額の100分の 5以上の現金

b公売物件 板類一約 13.9立方メートノレ

角材=約125立方メ ート ノレ

入札希望者は当日印鑑を持ってと参集〈ださい

〈わしいことは財政課へ。

τ:1::' 

7c 
い
た
し
ま
す
の
で
、
受
取
ら

れ
た
ら
納
税
者
名
や
税
額
な

ど
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。
も

し
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
す
ぐ
課
税
課
に
お

た
ず
ね
〈
だ
さ
い
。

ハ
イ
キ
ン
グ
大
会

大
村
地
区
社
会
保
険
ハ
イ

キ
ン
グ
大
会
が
行
な
わ
れ
ま

す
。
健
康
保
険
、
厚
生
年
金

適
用
事
業
所
従
業
員
家
族
、

友
人
、
そ
の
他
市
民
の
方
で

も
ふ
る
っ

て
と
参
加
〈
だ
さ

五
月
二
十

一
日

(
雨
の
時
は
五
月

二
十
八
日
)

マ
コl
ス

大
村
↓
萱
瀬
ダ

ム
↓
遠
目
越
↓
郡
岳
↓
野

岳
(
約
九
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
)

マ
費
用

大
人

l
百
五
十
円

小
人

1
百
円

マ
集
合
場
所

中
央
公
民
舘

前
に
午
前
八
時
集
合

マ
日
時文

芸
講
演
会

文
芸
講
演
会
が
つ
ぎ
の
と

お
り
行
な
わ
れ
ま
す
の
で
多

数
と
来
聴
〈
ピ
さ
い
。

J 

ポンプ、椅子、

b公売方法一般競争入札

b入札日時と場所 5月初日午後 1時から 2時ま

で大村市役所で行ないます。

b入札保証金 入札金額の100分 5以上の現金

b公売物件 ポンプ発動機スプリンク ラー

ガラス戸棚机書籍箱椅子本立など

入札希望者は当日印鑑を持ってと参集ください

代金は即納。〈わしい乙とは会計課へ。

机を公売

ママ
日場

時所

市
民
会
舘

五
月
十
八
日

午
後
六
時
か
ら

有
馬
頼
義

梶
山
季
之

山

口

瞳

無
料

マ
講
演
者

マ
入
場
料

胃
が
ん
検
診
は
七
月
に

胃
ガ
ン
の
集
団
検
診
は
、

五
月
上
旬
に
実
施
す
る
予
定

で
し
た
が
、
都
合
に
よ
り
、

七
月
に
延
期
さ
れ
ま
し
た
。

申
込
者
え
は
、
実
施
日
が
確

定
し
だ
い
通
知
し
ま
す
。



り大村市政だよ (4) 

室教通交~益

昭和33年 4月22日第三種郵便物認可昭和42年 5月10日

春の交通安全運動はじまる
【 5 月 22 日 ~5 月 31 日】

人の命は大切なものです

み
ん
な
の
力
で
交
通
事
故

を
な
く
そ
う
/
と
ゅ
う
私
た

ち
の
願
小
も
空
し
〈
交
通
事

故
は
毎
日
毎
日
増
加
の
一
途

を
た
ど
っ
て
お
り
ま
す
。

大
村
市
内
で
も
、
今
年
に

な
っ
て
か
ら
交
通
事
故
で
三

名
の
人
が
死
亡
し
、
百
名
近

〈
の
人
が
け
が
を
し
て
い
ま

ど
う
し
た
ら
交
通
事
故
か

ら
人
命
を
守
る
こ
と
が
で
き

る
で
し
ょ
う
か
?

本
年
も
、

五
月
二
十
二
日

か
ら
三
十

一
日
ま
で
の
十
日

間
、
春
の
交
通
安
全
運
動
が

全
国

一
斉
に
行
な
わ
れ
ま
す

お
互
い
に
交
通
法
規
を
正
し

〈
守
っ

て、

交
通
事
故
を
起

き
な
い
よ
う
、
ま
た
、
交
通

事
故
に
か
か
ら
な
い
よ
う
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

1.1 

〔
重
点
目
標
〕

マ
歩
行
者
の
安
全
な
横
断
の

確
保

マ
安
全
な
踏
切
道
通
行
の
確

保
マ
自
動
二
輪
車
、
原
付
自
転

車
及
び
自
転
車
の
安
全
運

転
の
確
保

マ
自
動
車
の
適
正
な
運
転
管

理
及
び
安
全
運
転
管
理
の

確
保

マ
車
両
の
安
全
整
備
の
励
行

道
路
交
通
の
整
備
改
善

交
通
事
故
被
害
者
に
対
す

る
相
談
活
動
の
積
極
化

犬、

まる土地の用途地域き

λ 

|二信i

i量一 i 

① 

として向かう ζ とを想定した場合、全国

的に話題とな ってい る公害が問題となっ

て 〈ると考えられます。

この公害をできるだけ少な〈するため

市では市全体を市街地、住宅地、商業地

工業地などと土地の使用計画を立て、本

年 4月から用途地域の指定をうけました

こん亡、工場、集団住宅などを建築す

るときは制約される乙とになりますが、

現在建っている建物には適用しない乙 と

になっています。(建築制限は次号〉
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【工業開発地としての大村】

大村市は、長崎県における最も有望な

工業開発地区として指定されました。乙

れは豊富な水源と電力、広大な工場適地

優秀な労働力などがあるためで、併せて

国や県の大村市の地理的条件を改善する

公共投資は、大村市の都市計画推進に重

大な意義があるものと考えられます。

【公害についての対策】

乙のように大村市の将来進むべき道が

第三次産業 (商業、金融、運輸、サー ビ

ス業等〉への片寄りではなし生産都市

、.


